
明
日
の
空
へ 

S
D
G
s
─
J
A
L
の
取
り
組
み
─
／
第
１
４
２
回

今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

子
ど
も
た
ち
に
継
承
す
る
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。

「“K
ai=

海
”
か
ら
“Ā

ina=

陸
”
へ
と
つ

な
が
る
地
域
全
体
を
ひ
と
つ
の
区
画
と
み
な

す
ア
フ
プ
ア
ア
は
、
里
海
・
里
山
と
共
に
暮

ら
し
て
き
た
日
本
人
に
も
馴
染
み
や
す
い
考

え
方
だ
と
感
じ
ま
す
。
ハ
ワ
イ
の
皆
さ
ま
の

『
ア
フ
プ
ア
ア
を
大
切
に
し
た
い
』
と
い
う

思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
海
と
陸
そ
れ
ぞ

れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
持
続
可
能
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
団
体
を
支
援
先
に
選
び
ま
し
た
」

と
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
部
企

画
グ
ル
ー
プ
の
和
田
英
莉
は
話
し
ま
す
。

「
ハ
ワ
イ
へ
の
感
謝
と
敬
意
を
込
め
て
、
新

た
な
運
賃
プ
ラ
ン
をM

ahalo

（
ハ
ワ
イ
語

で
あ
り
が
と
う
の
意
）
と
名
付
け
ま
し
た
。

今
後
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
便
ご
利
用
の
お
客
さ
ま
向
け

の
現
地
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
、
ビ
ー
チ
ク
リ

ー
ン
活
動
や
農
業
体
験
を
加
え
る
な
ど
、
お

客
さ
ま
と
一
緒
に
ハ
ワ
イ
を
支
援
す
る
仕
組

み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
和
田
。

　

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
お
客
さ
ま
を
迎
え
入

れ
て
き
た
ハ
ワ
イ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
と
お
客
さ
ま

の
つ
な
が
り
を
長
き
に
わ
た
っ
て
支
え
て
く

れ
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ

は
こ
れ
か
ら
も
、
空
の
旅
を
通
じ
て
ハ
ワ
イ

の
豊
か
な
環
境
と
文
化
の
保
全
に
貢
献
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
２
月
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
ハ
ワ
イ
線
は

就
航
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
旅
の
感
動
を

与
え
続
け
て
く
れ
る
ハ
ワ
イ
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル

ー
プ
か
ら
恩
返
し
が
し
た
い

─
そ
ん
な
私

た
ち
の
思
い
を
形
に
し
た
の
が
、
同
年
６
月

に
導
入
し
た
『JA

L M
ahalo

運
賃
』
で
す
。

ハ
ワ
イ
線
限
定
の
運
賃
プ
ラ
ン
と
な
り
、
お

客
さ
ま
に
購
入
い
た
だ
い
た
航
空
券
の
運
賃

の
一
部
相
当
額
を
、
ハ
ワ
イ
の
環
境
・
文
化

保
護
活
動
に
取
り
組
む
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支

援
に
充
て
る
仕
組
み
で
す
。
各
団
体
へ
の
寄

附
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
自
然
保
護
、
文
化

継
承
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
３
つ
の
分
野
で

活
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
機
関
「M

ālam
a 

1

」
を
通
じ
て
実
施
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
は

現
在
３
つ
の
団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
め
は
オ
ア
フ
島
で
タ
ロ
イ
モ
栽
培

な
ど
の
伝
統
農
業
に
よ
る
農
地
再
生
・
環
境

回
復
に
取
り
組
む
「
カ
コ
オ
・
オ
イ
ヴ
ィ
」。

ふ
た
つ
め
は
ホ
ノ
ル
ル
を
拠
点
に
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
活
動
な
ど
を
開
催
す
る
「
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
・
コ
ー
ス
ト
ラ
イ
ン
ズ
・
ハ
ワ
イ
」。

３
つ
め
は
カ
ウ
ア
イ
島
と
マ
ウ
イ
島
で
ハ
ワ

イ
固
有
種
の
保
護
・
再
生
を
行
う
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
熱
帯
植
物
園
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
団
体

は
、
ハ
ワ
イ
独
自
の
生
活
共
同
区
画
の
考
え

方
“A

hupuaʻa

（
ア
フ
プ
ア
ア
）”
を
ベ
ー

ス
に
、
ハ
ワ
イ
固
有
の
文
化
や
ハ
ワ
イ
ア
ン

の
価
値
観
な
ど
を
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
ハワ
イ
へ
、愛
を
込
め
て

旅
を
通
じ
て
支
援
の
輪
を
広
げ
た
い

守
り
た
い
、ハ
ワ
イ
固
有
の
自
然
と
文
化

『JAL
Group Spirit』
の動画もぜひ
ご覧ください

QR

「Mālama 1」を通じて
ハワイの3つの
NPO団体を

支援しています

ハワイに有する4つの植物園と、保
護区、研究センターのネットワーク
により、熱帯植物と生態系が永続
できる環境づくりに取り組んでいま
す。植物園では、地元の学生や旅
行者らが植物や生態系について
学ぶ機会を提供しています。

山の麓に広がるカロ（タロイ
モ）の水田。タロイモはハワ
イアンの主食であり、アフプ
アアの循環の要でもある。

海岸を大切にする地域社会の実
現を使命に、人々が気軽にクリーン
アップ活動などに参加できる環境
づくりを推進しています。場所にあ
わせた活動プログラムやレクチャー
を実施し、プラスチック消費削減の
意識向上などに取り組んでいます。

固有の文化、教育、生態系回復プ
ログラムを通じて、地域コミュニティ
の社会的・経済的発展を促進して
います。JALグループ社員もヘエイ
ア湿地帯で再生中のタロイモ畑を
訪れ、農作業を通じて支援プロジェ
クトを体験してきました。

ナショナル
熱帯植物園

カウアイ島＆マウイ島

カコオ・オイヴィ

オアフ島

サステイナブル・
コーストラインズ・ハワイ

オアフ島
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